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序

近頃の世の中は、簡単に山や丘を崩したり、壊したりは出来ない世の中である。

山や丘と言えども歴史があり、人間の生活の跡があると言うわけである。いわゆる遺跡、

遺物、文化財であり、文化財は大切にし、保存されなければならないというわけである。

東側の一部が石巻に属する東西1.3km、 南北0.9km、 面積にして約91 km2の 標高60mほ どの

丘陵地は、河南町須江の通称須江山と言われ頂上附近に登れば東南に石巻市、矢本町の繁華

街、そして遠 く太平洋の波が望見される景勝の地でもある。

又、金売吉治が住んだと伝えられる長者館 (長者平と言う処もあり)(の ち藩政期小島嘉

右ェ門の除屋敷跡とも)があり、いつの時代かハッキリしないが代官が住んだらしく、代官

山の別称もあり、全山粘土質のところから古 くから
｀
焼きもの、も行なわれたらしく、窯跡

や焼物の破片が諸々方々から見つけられるなど、文化財の遺跡包含地として知られていた。

その地が河南町須江字関ノ入地区である。

河南町の発展計画に関ノ入開発計画があり、工業団地、住宅団地、その他の用地として開

発されることになったので、それの事前作業として文化財詳細分布調査の対象地となったの

である。昭和62年度の文部省及び文化庁の補助事業として実施されたのがこの報告書の中味

である。

前年の昭和61年度、統合中学校の建設の事前作業として須江糠塚遺跡の発掘調査があった

が、今後の文化財行政の進展とにらみ合せ本町にも文化財担当の専門職員の必要性を感じて

昭和62年度から専門職員を採用配置した。その職員の最初の仕事がこの詳細分布調査の仕事

でありそのまとめがこの報告書である。従ってベテランから見れば不足、不備が多く見られ

るかも知れないが、職員は渾身の努力をつ くした調査であり報告書である。その′ミ考慮され

てご覧いただきたい。最後になり恐縮だがこの調査に作業員として協力していただいた地元

のみなさんに厚 く御礼申し上げます。更に関係者のみなさん、特に先進地にあってこの種、

調査、報告書作製にいくたの経験をもつ先輩、指導者の各位に、今後の当町文化財行政につ

いて忌憚、そしておしみない御指導御弁推賜るようお願い申し上げ序文とする。

昭 和 63年 3月

河南町教育長

浅 野 鐵 雄
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口

1.本書は、昭和62年度国庫補助事業として実施した関ノ入地区遺跡群の詳細分布調査の内

容を収録した報告書である。

2.本事業は河南町教育委員会が担当し、宮城県教育庁文化財保護課の協力をいただいた。

3.土色は「新版標準土色帖」 (小山・竹原 :1973)を 利用した。

4.本書を作成するに当り、整理・執筆・編集は、主事中野裕平が担当した。

5.報告書の作成において、下記の方々・機関から助言・協力を賜った。

宮城県教育庁文化財保護課、平沢英二郎 (広渕小学校教頭 )、 高倉敏明、千葉孝弥、石

川俊央、相沢清利 (多賀城市埋蔵文化財調査センター)、 佐藤友之

6.調査・整理に関する諸記録及び出土遺物は、河南町教育委員会が保管している。

調 査 要 項

遺 跡 の 名 称 :関 ノ入遺跡群 (須江瓦山窯跡 B、 茄子川上遺跡、関ノ入遺跡 )

遺 跡 所 在 地 :宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入・茄子川

調 査 主 体 :河南町教育委員会

調  査  員 :河南町教育委員会社会教育課 主事中野裕平

宮城県教育庁文化財保護課 技師阿部博志

調 査 指 導 :宮城県教育庁文化財保護課

調査・整理協力 :宮城県教育庁文化財保護課

(地権者)関ノ入土地区画整理組合

(調査参加者)亀山幸之栗、亀山信子、今野はな子、佐藤公雄、佐藤定、佐藤次雄、佐藤

和子、渋谷清六

(整理参加者)今野はな子、佐藤和子

調 査 期 間 :昭和62年 8月 19日 ～昭和62年 12月 17日

調査対 象面積 :91,033m2(発掘面積 19,164∬ )

夕」



I。 調査に至る経過

関ノ入地区は河南町の東南端の丘陵部にある。石巻市近郊に当り、これまで民間業者等に

よる農用地等を転用しての小規模開発や丘陵部の上取 り、また石巻地方広域水道企業団によ

る須江山浄水場の建設が行われるなど、開発によるスプロール化が進行している。さらに今

後も石巻専修大学の建設 。開校を含め、石巻市の都市計画による関連開発の影響が十分に考

えられ、行政対応が難しい地域となっている。また市街化区域編入が予想される (昭和62年

10月 編入)地域でもある。この関ノ入地区に個々別々に押し寄せる開発の波を消極的に受け

止めるのでなく、積極的に受け止め、調整を図る計画がもち上がった。

関ノ入地区開発計画 (以下「開発計画」 )は 、桃生郡河南町須江字関ノ入及び茄子川地内

に、河南町による工業団地、関ノ入土地区画整理組合による住宅団地造成を行 うものである。

昭和61年 3月 、町当局から開発計画の通知を受けた河南町教育委員会は、その開発予定区

域内に『宮城県遺跡地図』、『宮城県遺跡地名表』登載の須江瓦山窯跡 B、 関ノ入遺跡、茄

子川上遺跡が含まれることより、直ちに協議に入った。同年 8月 、県文化財保護課の指導と

協力を得て、本地域の分布調査を行い、 6地点で遺物採取、遺構確認をした。

しかるに、開発区域が広範に亘ること、遺跡の詳細な分布の確認が行われていないことよ

り、開発が行われる以前に遺跡群の分布や性格を把握し、遺跡の保護・保存を図るため、河

南町教育委員会は、昭和62年度の国庫補助金の交付を得て、詳細分布調査を実施することと

なった。調査は、用地の関係で 8月 に開始した。用地交渉への影響を考慮し、用地内への立

ち入りは制限を受け、事前の踏査は十分なものとならなかった。調査開始後も未解放の地′ミ

や伐採未了の地点があったが、調査の結果、遺構 。遺物とも予想を下回ることが判った。遺

跡の広が りと遺構分布の密度のおおよそが把握されたので、12月 中旬に野外調査を終え、室

内整理作業に入った。
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H.遺跡の位置と環境

遺 跡 地 名 表

跡選 名 代時 跡遺 代時

河  南  町 河   南   町

須江瓦山素跡 B

茄子川上遺跡

関ノ入遺跡

長者館跡(長者平選跡 )

宿屋敷跡

代官山遺跡

池袋囲遺跡

塩野田城跡 (塩煮田城 )

須江瓦山窯跡 A

須江練塚遺跡

要害館跡 (館 山館 )

武田館跡 (武 田屋敷 )

高森山遺跡

大沢 A遣跡

大沢 C遺跡

大沢 B遺跡

小友遺跡

箱清水寺脇遺跡

箱清水 A遺跡

紺清水B選跡

黒沢A遺跡

室ヶ峯避跡

前山選跡

大田沢遺跡

小崎館跡

小崎避跡

草国館跡

朝日貝塚

菩多村館跡(高地谷館 )

俵庭遺跡

新庄館跡 (駒立館 )

楽柄貝塚

桑柄遺跡

平安

奈良 平安

奈良 平安

中世

中世

奈良 平安

中世

平安

縄文(中 )古墳(前 )奈良 平安 中世

中世

中世 近世

古IIA 奈良 平安

縄文 奈良 平安

奈良 平安

縄文

奈良 平安

縄文

縄文 (後 )

縄文 奈良 平安

縄文 奈良 平安

縄文 (後  晩 )

縄文 余良 平安

縄文 奈良 平安

近世

縄文 ‐奈良・平安

縄文(中 )

中世

縄文 (中 後)奈 良 平安

中世

組文 (前 )

奈良 平安

青木館跡 (林光館 )

駒場館跡

夷口館跡

柏木館跡

広渕沼遺跡

弛
　
一　
醜
　
一　
一

新山崎遺跡 古墳 (前 )平 安

涌  谷  町

中野選跡

貝坂貝塚

笠石貝塚

御蔵場貝塚

古墳(後 )奈 良 平安

縄文 (前  中 )

縄文 (前・ 中 )

縄文 (前 )

税  生  町

神取山遺跡 (据取山城 ) 中世

矢  本  町

餅園貝塚

平田原貝塚

国見台遺跡

国見沢遺跡

前峰遺跡

加武喜選 rl(

浜江場選跡

五台選跡

樋 ノロ館跡

一杯清水遼跡

隆泉寺跡

僧坊跡

鈴 ヶ原館跡

清水沢遺跡

東照井遺跡

赤井遺跡

二入館

小脇浦遺跡

縄文 (前 )

縄文 (前  後 )

奈負・平安

奈良 平安

奈良 平安

中世

縄文 奈良・平安 近世

縄文 (早  前 )

中世

奈良 ,平安

中世 近世

中世

中世

古墳 (後 )奈 良 平安

告墳 (後 )

弥生 奈良・平安

中世

古墳(後 )奈 良 平安

関ノ入地区は、宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入及び茄子川地内に所在し、」R石巻線佳

景山駅の南方約 3.5kmlこ ある。遺跡の所在する河南町は宮城県の東部に位置し、石巻市の北

西に隣接する。旧北上川は町の北部で江合川と合流して石巻湾に注いでおり、その南側の平

坦地となだらかな丘陵地が町域を形成している。

東に標高60～ 65mの通称須江丘陵、西に覚岳丘陵から続 く標高70～ 170mの通称旭山丘陵、

北に最高所 173mの和渕山とこれに連なる丘陵を配している。町の中央部には低坦地があり、

江戸時代には用水確保のため広渕沼が造られたが、大正10年から昭和 3年にかけて干拓され

水田地帯となっている。

須江丘陵は、小竹地区を扶んで大きく南北に三分される。調査対象区域は、丘陵南部のほ



ぼ中央の頂部及び斜面に立地しており、頂部の標高は60～ 65mである。現況の大部分は杉や

雑木の山林で、他に僅かの畑地がある。

本遺跡群の周囲にも多数の遺跡が発見されている。須江丘陵の北端にある須江糠塚遺跡は、

縄文時代中期から古墳時代前期、奈良・平安時代、中世に至る複合遺跡であり (高橋守克、

阿部恵 :1987)、 須江瓦山窯跡Aに は大規模な窯跡群がある。

さらに周辺部に目を移すと次のようになる。

町内には旧石器時代の遺跡の発見は知られていない。

縄文時代の遺跡としては、組文後期の上器型式「宝ヶ峯式」の標式遺跡として、学史的に

も著名な宝ヶ峯遺跡がある (伊東信雄 :1957、 松本彦七郎 :1919-a、 1919-b)。 他に朝

日貝塚、桑柄貝塚、小崎遺跡、俵庭遺跡などがあり、これらは旭山丘陵とその麓部で平坦地

と接する縁辺にある。

弥生時代の遺跡としては本鹿又遺跡、古墳時代の遺跡としては須江糠塚遺跡、高森山遺跡

がある。また、広渕新田の丘陵部に古式上師器の出土地があることが知られている(註 )。

奈良・平安時代の遺跡としては前述の須江糠塚遺跡、須江瓦山窯跡Aのほか、代官山遺跡、

高森山遺跡、俵庭遺跡などがある。

中世以降には、旭山や須江の丘陵上などに多くの城館が築造され (館数14)、 本遺跡群の

周辺では金売吉次の仮屋敷跡 (藩政期には月`島嘉右工門の除屋敷跡と言われる)と される長

者館跡があり、須藤勘解由左衛門が館主とされる糠塚館跡 (須江糠塚遺跡)や塩野田城(館 )

跡がある。

(註 )広測小学校教頭平沢英二郎氏の御教示による。なお、遺物は町教委が保管している。





Ⅲ.調査の方法と経過

今回の詳細分布調査は、関ノ入地区開発区域内に、『宮城県遺跡地図』ならびに『宮城県

遺跡地名表』登載の周知の遺跡である須江瓦山窯跡 B、 茄子川上遺跡、関ノ入遺跡が所在す

るため、遺跡の立地している丘陵頂部及び斜面を対象に行ったものである。

地区設定 :前年度に県文化財保護課の協力によって行った分布調査によって、遺物を表面

採取した地点を中心に、 3地区を設定した。西からA区、D区、 C区 と名付けた (当初 B区

として予定した地域は、地権者の同意を得られず設定できなかった)。 国家座標 X三 十36.0

Y=-1700を 原′ミとし、調査区域全体に基準杭を30mご とに、グリッドは 3m単位に設定

した。グリッド表記は、東西方向をアルファベ ットで、南北方向をアラビア数字で行い、両

者を組み合わせて呼ぶことにした。したがって、基準杭 Aの南東グリッドの名称は」A-500

である。

調査方法 :前年度の分布調査並びに事前の踏査により、A区東側斜面、 C区北側緩斜面等

において土師器及び須恵器の破片が表面採取されており、これらの地′ミを中心に関連遺構の

有無を明らかにし、遺跡の範囲、時代、性格を明らかにすることを目的として調査を行った。

調査範囲が広範に亘 り、二つ現況が杉、雑木の山林である所が多いため、抜根の労力を考慮

した上で、表土除去には重機を用いた。

調査の経過 :詳細分布調査は、昭和62年 8月 19日 から開始した。A区、C区、D区の順で

行った。

①A区 (対象面積 :54,500m2 発掘面積 :12,492m2)

最初に、丘陵頂部及び斜面に調査グリッドを設定するための杭打ちを行った。但し、西側

斜面では伐採が終了していなかったため、この部分の杭打ちについては、伐採終了後に行っ

た。南側斜面からトレンチ法によって表土除去を開始し、時計の逆回り方向で調査を進めて

いった。南東斜面からは第 1～第4号住居跡、第 1～第 5号焼土遺構が、東斜面からは第 6

～第10号焼土遺構が、北東斜面からは第 1号窯跡が発見された。頂部では第11、 第12号焼土

遺構が検出された。また頂部から南東斜面にかけて、紀文時代前期の遺物の散布が認められ

た。なお、西側斜面 (FM-560、 HT-508)を結ぶラインの西側では、宅地造成計画など

による削平を受けていることが、坪掘りと聞き込みで明らかだったので、トレンチを入れなかった。

② C区 (対象面積 :17,624∬  発掘面積 :3,078m2)

調査グリッドを設定するための杭打ちを行ったのち、南側斜面からトレンチ法で表土除去

を開始し、調査を進めていった。南側斜面からは第 1号焼土遺構を検出し、北側緩斜面から

は、第 1号竪穴状遺構、第 1～ 第 6号土墳、第 1～ 第 5号濤を発見した。



③ D区 (対象面積 :18,909m2 発掘面積

杭打ちを行ったのち、南東斜面からト

面の順に調査を進めた。焼土遺構 1基、

:3,594m2)

レンチ法で表土除去 を開始 し、頂部、北斜面、西斜

濤 (旧沢跡 )1条 を発見 している。

8 月 9   月 10 月 11 月 12 月 1   月 2 月

器材運搬
A区 ε区

地区設定
A区 ,区 D区

表土排 土
A区 C区 C tt   D

遺構検出
AttC区 C区 D区

実測・写真
A ttC区 A区 C区 D区

埋め戻 し
Ctt Att D区

遺物整理

図面.写真整理

報告書の作成

Ⅳ。基

側OЧ

調
判

本 層 位

1.A区

南東斜面下部では 4層 に、

他では 1～ 2層に分かれる。

〔第 I層〕 10Y R%褐色の

シルトである。南東斜面、南

斜面に分布する作土である。

南斜面では、本層のみが分布

する。

〔第H層〕 10Y R4/3に ぶい

黄褐色のシルトである。A区

のほぼ全体に分布する層であ

る (頂部では10Y R5/3)。 厚

さ5～ 30cmである。

〔第Ⅲ層〕 10Y R3/3暗褐色

の粘土質シルトである。北西

0          1m
l   l   l

第 3図 A区基本層位断面図

ト

ト



斜面の一部と東側斜面の下部に広がる層で、厚さ5～ 20cmである。

〔第Ⅳ層〕 10Y R4/3に ない責褐色のシルトである。東側斜面の下部に広がる層で、厚さ15

～45cmである。本層上面まで土師器片を含んでいる。

2.C区

南側では 1層、北側では 2

層に分かれる。

〔第 I層〕 10Y R%に ぶい

黄褐色のシルトである。C区

全体に広がる層で、厚さ10～

25Cmである。遺構は全て本層

を系Jいだ時点で確認された。

知4Ч
ト

第 4図  C区基本層位断面図

〔第Ⅱ層〕 10Y R5/6黄褐色の砂質シルトである。C区北側緩斜面に認められる層で、厚さ

10～ 20cmである。

3.D区

斜面上部で2～ 3層、下部では3層に分かれる。

〔第 I層〕 10Y R%に ぶい黄褐色の粘土質シルトである。斜面上部及び北側緩斜面に認め

られる層で、厚さ5～ 15Cmである。

〔第H層〕 10Y R躍 にない黄褐色のシルトである。D区全体に広がる層で、厚さ10～ 20cm

である。遺構は本層を手Jいだ時点で確認された。

〔第Ⅲ層〕 10Y R%に ぶい黄橙色の粘上である。ほぼD区全体に広がる層で、厚さ25～30

cmである。北側緩斜面では、部分的に本層の中程にマンガン粒を含む。遺物は本層の上面か

ら出土している。

引      48.Pm 引
4rOm引
    2儀料

第 5図  D区基本層位断面図



V.発見された遺構と遺物

1.A区

発見された遺構は、竪穴住居跡 4軒、窯跡 1基、焼土遺構12基である。これらの遺構の分

くは東側斜面から発見されている。遺構は地山面で確認されている。住居跡は全て南東斜面

から確認されている。この中で、第 2号住居跡は灰白火山灰を第 1層に含み、第 3号住居跡

と切 り合い関係にある。窯跡は北東斜面に 1基のみ確認されている。さらにこの両側の表土

を除去したが、窯跡は発見されなかった。焼土遺構は、頂部から東側斜面にかけてッミ在し、

次のように分けられる。

濤状 (窯状)-2基   円形・灰白-2基

長方形・灰白-3基   円形・非灰白-2基

遺物は南東斜面、北東斜面から出土してい

る。また頂部からも僅かに出土している。

南東斜面では土師器・須恵器が大部分で、他に

紀文前期の土器片が僅かに出土している。北

東斜面の遺物は第 1号窯跡からの遺物であり、

須恵器のみが出土している。また頂部では、

紀文前期の上器片、石器 (石核 )が各 1点ずつ

出上している。石器の素材は頁岩である。

O検出した遺構

(1)第 11号焼土遺構

IH・ II-539グ リッドにおいて確認された。

不明-3基

第 7図  A区 出土遺物
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A区  第11号焼上遺構
土  色 土性 備

灰白火山灰、炭化物を含む。

暗褐 色 焼土粒、炭化物、地山粒を含む。

黒 色

A引
N
卜 5100m

主  色 土性 備 考

暗偶色
反火物、焼土粒、地山社を含む。

灰自火山灰を笹かに含む。

黒  色 木炭層 地山崩壊ブロ ′クを含む,

A区

第9図  A区検出遺構

平面形は長方形で、長軸 134cm、 短軸72cm、 深さ37Cmの規模である。南側の短辺を除く他の

二辺は、底面の方が広いフラスコ状となっており、その壁面が赤褐色に焼けている。また、

最下層は木炭層となっており、割合に遺存状態が良かった。第 1層 には灰白火山灰を含んで

いる。

(2)第 12号焼土遺構

IG・ IH-547・ 548グ リッドにおいて確認された。平面形は長方形で、長軸 160cm、 短

軸96cm、 深さ13cmの規模である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、その一部が赤褐

色に焼けている。灰白火山灰を第 1層 に僅かに含んでいる。

2.C区

発見された遺構は、竪穴状遺構 1基、土墳 (SK)6基 、焼土遺構 1基、濤 5条である。

これらの遺構の中で、焼土遺構を除いては全て北側緩斜面にある。

遺物は、北側緩斜面でのみ出土している。ほとんどが土師器と須恵器であり、この他の遺

物としては、 SK-6よ り出上した中世陶器片、石器 (石核 )が各 1′ミずつある。石器の素

材は頁岩である。
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第10図  C区検出遺構

C tt SK一 |つワ|タ
主 色 土 桂 億 考

IOY R3/3 暗禍色 ,レ ト 炭化物を含む。

10Y足 4/4 悟 色 シルト
ユOY R5/6責 禍色の猶土質ンルトをアロック状に

含む。廉(5～ 30mm)、 炭化物を含む。

によい貨澄色 ンルト質粘土 粗砂 を含む。壁面崩壊上。

礫(10～ 50mm)を 含む。

地山崩壊粒、礫 (10～ 50にm)を含む。

土 色 土 牲 看

10Y R3/t 暗褐色 ンルト 細砂、炭化物を含む.

10Y R5/6 黄福色 格■賓ンルト

土 性 備

暗褐色
礫(5～ 200mm)を 多く含む。特に10mm前後の
ものが多い。炭化物を含む。

10Y R4/4 褐  色 ル ト
地山崩壊アロ /ク を含む。礫(5-70罰 m)を含
む。特にIOmm前後のものが多い。

C区 第 1号焼土遺構
土 色 土 牡 備

10Y R4/4 掲 色 シルト 礫 (5-15mII)、 炭化物を含む.

10Y R3た 暗褐色 粘土質ンルト 礫 (5～ 20ほm)炭 化物 、焼土粒 を含 む



第11図  CttS K-6出 上遺物
O検出された遺構とその遺物

(1)SK― I

確認地′ミはQG-535で ある。平面形は楕円形で、長軸 160cm、 短軸 116cm、 深さ45cmの規

模である。底面は中心に向かってやや盛 り上がりを呈し、壁は緩やかに立ち上がる。第 1層

からは須恵器片・土師器片が、第 2層からは底部に木葉痕をもつ土師器甕の破片が出上して

いる。

(2)SK-2

確認地′ミはQD-532で ある。平面形は円形で、

径 100cm、 深さ39cmの規模である。底面は丸底で、

壁は緩やかに立ち上がる。

(3)SK-4

確認地点は QB-538。 539である。平面形は楕円

形で、長軸250cm、 短軸 122cm、 深さ32cmの規模であ

る。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

第 1層から上師器片、須恵器片が各 1点ずつ出土し

ている。須恵器片は蓋である。

十1  千1  ∵釦
第 12図  CttS K-1出 上遺物

(4)SK-5

確認地点はPNoPO-534で ある。平面形は長方形で、長軸 122cm、 短軸80cm、 深さ16

cmの規模である。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。第 1層、第 2層から須恵器

片が出土している。

(5)第 1号焼土遺構



確認地点はPR-510で ある。平面形は円形で、径110 cm、 深さ18cmの規模である。底面
は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。壁面の南側及び底面の一部が赤褐色に焼けている。

3.D区

発見された遺構は、焼土遺構 1基、濤 1条である。

このうち濤は I日沢跡と考えられる。遺物は僅かに出土

しており (有舌尖頭器、石鏃、土師器、須恵器各 1点

ずつ)、 いずれも遺構と係わりをもたない。

。検出された遺構

。第 I号焼土遺構

確認地点はPC-485で ある。平面形は円形で、径
85cm、 深さ25cmの規模である。底面はほぼ平担で、壁

は緩やかに立ち上がる。壁面の西側及び底面の一部が

赤褐色に焼けている。

0                 1m
l  l  l

第13図  D区検出遺構
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第 14図  D区 出上遺物

土 器 観 察 表
種  類 出土地点 口径 (em) 底径 (cm) 器高 (cm) 外 面 調 整 内面調整 備   考
土師器郭 AttS I-2 上 :ロ クロナデ 下 :ヘラケズリ→ヘラミ才キ ヘラミ才キ 回転糸切 り

土師器褒 CttS K-11庭 ナ デ 底部木葉痕

D区 第 1号焼土遺構
士 色 上   推 備

灰黄裾色 喋(5 20E田 )、 焼土粒を含
,OY R2/2 桑 褐 色 粘土質シル Ⅲ 地山崩壊粒、焼土粒、炭化物を含む
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第15図 A区遺物分布図



||||||||||||||||||||

第15図 A区遺物分布図
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Ⅵ。ま め

今回の調査で確認されたことを要約すると次のようになる。

(1)A区……遺構は頂部と東側斜面から発見され、南東斜面には遺構のまとまりがみられる。

遺物は石器、縄文前期の上器、土師器、須恵器が出上しているが、遺構との係わ

りのあるものは、土師器と須恵器であろうと考えられる。 IF以西、546以北で

は遺構及び遺物は発見されなかった。

(動 C区……遺構の大部分は北側緩斜面にまとまる。遺物も二、三の例外を除いては、遺構の

ある地点にまとまる。 QH以東、509以南では遺構及び遺物は発見されなかった。

(31D区 …… SD-1は 旧沢跡と考えられるため、人為的な掘 り込みは第 1号焼土遺構だけで

ある。また、遺物も僅かしか出上していない。

以上、第15図 ～第18図 を参照されたい。

今回の調査では、当初窯跡ほか住居跡等の遺構の発見が予想されたが、発掘面積に比し、

かなり少ない。中でも、多くの窯跡の発見が予想されたが、今のところ外れている。また、

これに対応して、遺物の出土量も少なく、遺構分布の範囲が明らかになってきた。来年度以

降の詳細分布調査で資料を補充し、その中で関ノ入地区の性格について結論を出したい。
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①関ノ入地区全景

②A区調査状況

③C区全景



①A区 1号住居確認面

⑤A区 11号焼土遺構
検出状況
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⑥A区 2号住居確認面 ⑦A区 1号窯跡確認面
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⑫A区 縄文土器片



OA区 2号住居
出土土師器郭

OA区 2号住居出土
土師器郭内概痕

OC区 1号土城出土
土師器底部



OC区 6号土壊出土
中世陶器片

O関ノ入地区
出土石器










